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■人口と世帯

人口　　59,747（－21）
男　　28,223（－21）
女　　31,524（±０）

世帯数　20,735（＋５）
７月末現在（前月末比）
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８
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。
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。
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か
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あ
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彼
は
心
の
中

で
叫
ん
だ
。
一
人
暮
ら
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で
お
も
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き
り

不
摂
生
な
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ぶ
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が
、
体
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丈
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邪
に
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ら
れ
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。

Q
一
時
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か
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で
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に
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に
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材
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定
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な
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週

末
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ッ
と
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か
、
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熱
発
。

貴
重
な
土
日
を
「
熱
冷
ま
シ
ー
ト
」
と
と

も
に
過
ご
し
た
の
だ
っ
た
…
。

Q
ひ
た
す
ら
蒸
し
暑
か
っ
た
８
月
、
み
な

さ
ん
体
調
は
大
丈
夫
で
し
た
か
？
彼
の
よ

う
に
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
し
っ
か
り
体

調
管
理
を
し
て
、
秋
の
到
来
を
待
ち
た
い

も
の
で
す
。

（
孝
）

鹿央町岩倉集落のはずれに、岩倉ロマンロード
があります。登り口から山頂まで続く約500メート
ルの歩道は、心地よい素朴な山道階段となってお
り、歩を運ぶごとに両側には断続的に巨石が現れ
ます。

巨石を背景に両の手を合わせたような「拝み石」、
三つの巨石が神の座のように寄り添う「神影の石」
など数々の巨石があります。それらの中でも、「立
石（磐座）」は壮観で、他の巨石に君臨するかのよ
うに頂上に悠然とそびえています。

わが国では、古来より秀麗
し ゅ う れ い

な山や丘、巨石や巨
木は信仰の対象としてきました。巨石は陽物

よ う ぶ つ

をほ
うふつとさせる雄偉

ゆ う い

なものが選ばれ「磐座」と呼
ばれ、全国に存在します。今回紹介した「立石」
も磐座としてつい先頃までしめ縄がかけられ、神
の宿るところとして大切にされてきました。

現在の集落名「岩倉」は、古代の磐座そのもの
が後世になり変化したものです。一度ご覧になっ
てはいかがでしょうか。なお、今の季節は草が伸
びていますので、秋・冬をおすすめします。

い わ く ら

今回の紹介者

多田隈　亮典
りょうすけ

さん
鹿央町岩原

（山鹿市文化財保護委員）

▲

▲

高さ４メートルはある「立石
（磐座）」（写真上）と二つの石
が手を合わせたように見える
「拝み石」（写真右）。

▲岩倉ロマンロード沿道にも
神秘的な巨石が並ぶ。

８月の山鹿は、お祭りラッシュでした。８月６日は「きくか夏
まつり」、８月12日から14日は「招魂祭・七夕まつり」、そして８
月15日・16日は「山鹿灯籠まつり」。
それぞれに地域の歴史や伝統が作り上げた特徴的なお祭りです。
みなさんは、どのお祭りに出かけましたか？

（次ページにお祭りの様子をスナップ写真で紹介しています）
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ラ
ザ
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前
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も
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各
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に
よ
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踊
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観
光

客
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了
し
ま
し
た

千
人
灯
籠
踊
り
の
幾
重
に
も
広
が
る
踊
り

の
輪
。
桟
敷
席
か
ら
感
嘆
の
声
が
あ
が
る

瞬
間
で
す

▲
▲

灯
籠
師
の
技
が
生
み
出
す
芸
術
品
、
奉
納

灯
籠
。
16
日
夜
ま
で
各
町
に
展
示
さ
れ
、

そ
の
美
し
さ
を
披
露
し
ま
す

16
日
午
前
零
時
。
奉
納
灯
籠
が
大
宮
神
社
に
向
け
て
一
斉
に
集
う
祭
り
の
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
。「
上
が
り
灯
籠
」

▲

▲

▲

上
が
り
灯
籠
で
奉
納
さ
れ
た
灯
籠
は
、

１
年
間
大
宮
神
社
の
灯
籠
殿
に
展
示
さ

れ
ま
す

七
夕
飾
り
の
も
と
を
子
ど
も
み
こ
し
が
練
り
歩

き
ま
す
。
わ
っ
し
ょ
い
！

▲

▲

▲踊って、踊って！総踊り▲お化け屋敷前には妖怪が！？

▲夜になりステージイベントは最高潮

▲負けないぞ～！玉入れ大会

様
々
な
色
柄
が
鮮
や
か
な
ゆ
か
た
踊
り

▲

▲

ジ
ュ
ニ
ア
和
太
鼓



９
月
下
旬
か
ら
、
国
勢
調
査
員
が
み

な
さ
ん
の
お
宅
に
調
査
票
を
配
り
に
お

う
か
が
い
し
ま
す
。
調
査
員
は
、
国
か

ら
任
命
を
受
け
た
者
で
、
必
ず
証
票
を

携
帯
し
て
い
ま
す
。
調
査
票
が
お
手
元

に
届
い
た
ら
、
10
月
１
日
現
在
の
状
況

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内
容
は
、
統

計
を
作
成
す
る
た
め
だ
け
に
使
い
、
調

査
票
は
集
計
後
に
人
目
に
触
れ
る
こ
と

な
く
処
理
さ
れ
ま
す
。
調
査
票
に
書
か

れ
た
こ
と
が
他
に
漏
れ
る
こ
と
は
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
安
心
く
だ
さ

い
。
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
調
査
票
は
、

10
月
上
旬
ま
で
に
、
再
び
国
勢
調
査
員

が
受
け
取
り
に
う
か
が
い
ま
す
。

調
査
の
結
果
は
、
今
年
の
12
月
か
ら

公
表
し
ま
す
。
ま
ず
、
人
口
や
世
帯
の

速
報
値
を
、
そ
の
後
「
高
齢
者
世
帯
の

状
況
」
や
「
労
働
力
状
態
、
産
業
別
構

成
」
な
ど
を
順
次
集
計
・
公
表
し
て
い

き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
調
査
結
果
は
、
福
祉
や
ま

ち
づ
く
り
な
ど
を
進
め
る
際
に
貴
重
な

基
礎
デ
ー
タ
と
し
て
役
立
て
て
い
き
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
正
し
い
統
計
が
必

要
で
す
。
も
し
、
み
な
さ
ん
か
ら
回
答

が
得
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
内
容
が
不
正

確
・
不
完
全
だ
と
、
精
度
が
低
い
統
計

結
果
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

山
鹿
市
の
、
そ
し
て
、
日
本
の
未
来

の
た
め
に
、
あ
な
た
の
現
在
を
調
査
票

に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

今回は、下記17項目について調べます。
１世帯員一人ひとりに関する項目

q氏名
r世帯主との続柄
u就業状態

!0仕事の種類

w男女の別
t配偶の関係
i就業時間

!1従業上の地位

e出生の年月
y国籍
o所属の事業所の名称と
事業の種類

!2従業地または通学地

２世帯に関する項目

q世帯の種類
r住宅の床面積

w世帯員の数
t住宅の建て方

e住居の種類

こ
の
調
査
票
が
お
手
元
に
届
き
ま
す

▲

お問い合わせは、
国勢調査山鹿市実施本部　1４３‐１３３３

身近な話題、情報をお寄せください！

秘書課広聴広報係　1４３‐１１１２

▲

酪農という仕事や牛乳にもっと親しんでもらおうと鹿本酪農農業組合
青壮年部（隈部洋部長）が定期的に行っているもので、この日は菊鹿の
つぼみ保育園を訪れました。

園児たちは、生後１～２か月の子牛（ホルスタイン種）３頭に大きな
ほ乳瓶でミルクを飲ませたり触れたりしながら、子牛がほ乳瓶を吸う力
の強さに感心していました。

また、牛乳の栄養についての説明や飲むヨーグルトのプレゼントもあ
りました。

▲子牛の登場に大喜び

…子牛のほ乳体験　７月12日　つぼみ保育園（菊鹿）

平成15年12月に旧山鹿市で開催された「広域福祉
大相撲山鹿場所」の益金160万円が市社会福祉協議
会（栗原辰也会長）に寄附されました。

この日は、鹿本地域一市四町広域福祉大相撲実行
委員会（寺崎勇児会長）のメンバーが市社会福祉協
議会本所を訪れ、益金を栗原会長に手渡しました。
栗原会長は「市民の福祉のために大切に使わせてい
ただきます」と感謝を述べました。

益
金
を
手
渡
す
寺
崎
実
行
委
員
会
会
長

鹿北のみで行われていた大会が、今年から「市民大会」として開催
され、最年少は７歳から最高齢者は89歳までと幅広い年齢層から31名
が出場しました。

大会実行委員長の鬼塚繁則さんが「広く山鹿市の方々に知っていた
だきたいと思っています。少年少女の方々は今後の伝承に繋げてくだ
さい。」と挨拶があり、競技が開始されました。
競技の結果は以下のとおりです。
【小中学生の部】１位松本このみさん（岳間小） ２位仙頭秋光さん
（岩野小） ３位松本都久美さん（岳間小） 【一般の部】１位中満か
ず子さん　２位鬼塚照美さん　３位平田卓夫さん

▲「はぁ～」天まで届け！元気よく！

…鹿北茶山唄市民大会　7月17日　鹿北老人福祉センター

…広域福祉大相撲山鹿場所の益金を寄付
７月19日　社会福祉協議会本所

…「食と農」の学習
7月19日　広見小学校（鹿北）

広見小学校の５年生23人が「食と農」の学習の一環として
「こんにゃく作り」を体験しました。

指導は鹿北町生活研究グループの方々。きっかけは、８年
前に「若い人たちに鹿北の昔ながらのこんにゃく作りを伝承
し、自然食の良さや作る達成感を味わって欲しい」との願い
から始まり、今年で８年目になります。

こんにゃく作りが初めての子どももいれば、家でおばあち
ゃんと一緒に作った子どももいました。核家族が多い中、こ
ういった伝承学習は貴重な体験だったようです。

▲

プ
ニ
ュ
プ
ニ
ュ
！
コ
ン
ニ
ャ
ク
ら
し
く

な
っ
て
き
た



このまちの

あんなこと

こんなこと満載！

身近な話題、情報をお寄せください！

秘書課広聴広報係　1４３‐１１１２

▲

▲いろいろな出し物で盛り上がったパフォーマンス劇場

…福岡の市民団体と交流キャンプ　
７月22日～24日　菊鹿山村都市交流施設「木馬館」

「
バ
ー
サ
ラ
ン
ダ
」
と
元
気
な
声
で
石

を
さ
さ
げ
て
い
き
ま
す

▲オイッチニ！オイッチニ！よ～いどん！！

…八千代座大掃除　7月24日　山鹿地区子ども会・山鹿市婦人会

…バーサランダ祭り
７月25日　上千田天満宮（鹿央）

…エコ・キャンプ
7月26日・27日　矢谷渓谷キャンプ場（菊鹿）

電気やガスのない生活を体験して普段の便利な生活を見直し、
また、自然とふれあうことでその大切さを実感してもらおうと、
市内各地から40人の小学生が参加して開催されました。

期間中は、竹を使って食器を作ったり、火おこし体験、渓谷
のごみ拾い、水質検査など、エコライフの実践や環境美化をが
んばりました。もちろん、ネイチャーゲームや水遊び、キャン
プファイヤーなどキャンプならではの遊びも満喫し、楽しい夏
休みの思い出になったようでした。

▲

音
や
肌
に
ふ
れ
る
感
覚
を
楽
し
む
ネ
イ
チ
ャ

ー
ゲ
ー
ム
、「
目
隠
し
ト
レ
イ
ン
」

夏休みが始まって初めての日曜日、山鹿地区子ども会と山鹿市婦人
会が一緒に八千代座の大掃除をしました。国の重要文化財八千代座を
大切に守っていくために子ども会が３年前から始め、地域の婦人会と
の共同作業は昨年に引き続き２回目。

総数100名ほどの参加者は、１時間にわたり床の乾拭きや庭の草取
りなど行いました。玉のような汗をかきながらの作業でしたが、子ど
もたちは「すげ～初めて地下（奈落）に入った」など探検気分で八千
代座のすばらしさを再確認していました。

また、清掃作業の後は、子ども狂言「しびり」が上演され、参加者
たちは、初めて見る子ども狂言に見入っていました。

鹿央町千田にある上千田天満宮の夏祭り「バーサラ
ンダ祭り」。昔、疫病が流行し村人が困っていたとき、
通りかかった山伏が天満宮にこもり祈とうを捧げたと
ころ疫病が治まりました。その時、山伏が「村人の健
康と繁栄のため、毎年お百度参りをしなさい」と告げ
たことから始まったと言われています。

参加した地区の子どもたちは、身体にしめ縄を付け、
近くの千田川から次々と石を取ってきて、「バーサラン
ダ」と唱えながら、100個の石をささげていきました。

福岡で障害を持つ子と親が参加する市民団体「音楽ランド」が菊鹿を
訪れ、地元菊鹿の人たちと交流を深めるキャンプを楽しみました。

音楽ランド（國友美枝子代表）は、音楽を通じて障害を持つ子と親の
人間的な成長を目指す市民団体です。この交流は、平成14年に國友代表
が音楽監督を務めるコンサートが菊鹿町で開催されたことが縁で、15年
から始まり今回で３回目。

今年は、音楽ランドから家族57人、ボランティア・菊鹿の受け入れ委
員会から約60人が参加しました。期間中は竹のはしや皿、コップなど自
分たちが使う食器づくりにチャレンジしたり、夜はバーベキューやキャ
ンプファイアで交流を深めました。最終日には、菊鹿中の生徒たちと歌
や踊り、寸劇などを披露しあうパフォーマンス劇場があり、参加者らは
暑いながらも充実した３日間を過ごしていました。

魚
つ
か
み
取
り
大
会
（
上
）
と

魚
釣
り
大
会
（
左
）

▲

…やまめつかみ取り大会（7月30日）・やまめ釣り大会（８月６日）
岳間渓谷キャンプ場（鹿北）

玉名郡南関町から熊本城まで約50kmの道のりを２泊３日で歩く「参
勤交代・豊前街道徒歩の旅」の一行が、８月７日、山鹿市内を歩きま
した。「自然を愛する会」（阿南誠志代表）が主催し今年で２回目です。

この旅には、県内各地から小学生78人が参加。うち山鹿市からは10
人の小学生が参加しました。この日、南関町を出発した一行は、全員
が番傘をかぶり、途中、肥猪町官軍墓地（南関町）や光行寺（三加和
町）に立ち寄りながら、真夏の猛暑にもめげず元気に歩き続け、市立
博物館に到着しました。博物館では、ちょうど開催中だった昆虫展を
見学できることになり、歩いてきた疲れもなんのその、少し休憩して
珍しい昆虫を見に入館していました。

翌日、一行は植木町をめざして出発。９日には無事熊本城に到着し
ました。▲博物館までもう少し！江戸時代の民家跡前にて

…参勤交代・豊前街道徒歩の旅　８月７日　市内豊前街道沿い

鹿北町商工会青年部主催で子ども92名を含む総勢104名が参加して開
催され、「きゃ～ぬるぬる」「やった！俺の」など大きな歓声が岳間の渓
谷に響きました。

川をせき止めた場所に約500匹のヤマメを放流し低学年より順につか
み取り開始！なかなかつかめなかった低学年の小学生に比べ５～６年生
ともなれば、もぐったり隅に追い込んでつかんだり、10匹以上をゲット
した子どももいました。

つかみ取りした魚は、その場で焼いて食べたり、持ち帰ったりと様々
でしたが、この経験を夏休みの想い出としたのは、全員同じなのではな
かったでしょうか。

また、８月６日には魚釣り大会も開かれました。親子連れなど107人
が参加。各自自慢の竿やしかけを持ち込み、ヤマメ釣りに挑戦しました。
魚の姿は見えているものの、いざ釣り糸を垂らしてみても簡単には釣れ
ないようで、参加者はいろいろと工夫しながら釣果をあげていました。

【山鹿クラブ（山鹿小学校）】
山鹿小の児童でつくる陸上チーム「山鹿クラブ」が、日

清カップ第21回全国小学生陸上競技交流大会熊本県予選会
に出場し、代表女子４×100mリレーと女子５年100mでダ
ブル優勝を飾り、同交流大会の全国大会に出場が決まりま
した。おめでとうございます。がんばってきてね！

【鹿北中学校弓道部】
鹿北中学校弓道部が、第６回熊本県中学生弓道選手権大

会に出場しみごと優勝！全国大会（全日本少年武道錬成大
会）への出場が決まり市長を表敬訪問しました。健闘を祈
ります！

▲



《今月は鹿本図書館から》

集中力が持続しない。いつも体がだるい。こんな人にはセロトニン・ト
レーニング。お金も時間も努力もいらず健康になれる「朝の５分間セロ
トニン・トレーニング」を紹介する。

中村文則／著　新潮社

私は土の中で生まれた。親はいない。暴力だけがあった。ラジオでは戦
争の情報が流れていた…。芥川賞受賞作「土の中の子供」と、「蜘蛛の
声」の２編を収録。『新潮』掲載。

有田秀穂／著　かんき出版

「友だちにそんな固執しなくても生きていけるし、ほどほどの距離感をう
まくとるのが友だち問題にとっては一番大事」ということを伝える。中
学校で行った、いじめと友だち力の授業も紹介。

斎藤　孝／著　朝日新聞社

ぱくぱくもぐもぐ、ごちそうさま～。おいしく食べたそのあとは、ジャ
ーン！これでシャカシャカ歯をみがくのよ。ママが取り出した歯ブラシ
を見たあこちゃんは、みんなの歯をシャカシャカ。あれ、あこちゃんの
歯はしないの？

きむらゆういち／作　佼成出版社

子
ど
も
の
急
な
病
気
や
事
故
な
ど
で
、
夜
間
や

休
日
に
救
急
医
療
機
関
を
利
用
し
た
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
？
こ
の
問
い
に
「
は
い
」
と
答
え
た
保
護

者
は
５
割
を
超
え
ま
す
。
子
ど
も
の
成
長
を
見
守

る
親
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
ち
ょ
っ
と
の
発
熱
で

も
心
配
に
な
る
と
い
う
の
が
正
直
な
話
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
地
方
で
は
休
日
や
夜
間
に
小
児
科
の

診
察
が
で
き
な
い
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。
そ
れ

に
よ
り
、
一
部
の
高
度
医
療
機
関
に
診
察
が
集
中

し
て
、
重
症
患
者
が
診
療
を
待
た
さ
れ
る
と
い
っ

た
ケ
ー
ス
も
出
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

小
児
救
急
医
療
を
利
用
す
る
患
者
の
９
割
以
上

が
、
軽
症
の
患
者
さ
ん
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
す

ぐ
に
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
前
に
、
手
当
を
受

け
る
前
に
、
親
の
立
場
か
ら
で
も
で
き
る
こ
と
が

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

次
の
こ
と
に
ト
ラ
イ
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

q
い
つ
で
も
相
談
で
き
る
、
か
か
り
つ
け
医
を

つ
く
る

w
身
近
に
子
育
て
の
知
識
を
相
談
で
き
る
相
手

を
つ
く
る

e
早
い
時
期
に
子
ど
も
の
異
常
に
気
付
け
る
よ

う
に
、
子
ど
も
の
体
に
つ
い
て
知
っ
て
お
く

r
住
ん
で
い
る
地
域
で
、
休
日
や
夜
間
の
小
児

医
療
体
制
に
つ
い
て
知
っ
て
お
く

山
鹿
消
防
署
　
1
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１
１
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山
鹿
消
防
署
鹿
北
分
署
　
1
32
‐
２
５
７
４

山
鹿
消
防
署
東
分
署
　
1
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‐
２
３
８
２

・おはなし会
日時u９月３日G・10日G・17日G

24日G 午後２時から
・おひざにだっこのおはなし会
日時u９月６日C・13日C・27日C

午前11時から
u９月16日F 午前10時から

・おはなし会
日時u９月28日D 午後２時30分から

鹿本図書館
u９月５日B・12日B・19日B・

20日C・23日F・26日B・30日F

山鹿中央公民館図書室
u９月26日B

鹿北公民館図書室
u毎週土曜・日曜
菊鹿町公民館図書室
u年末年始のみ
鹿央公民館図書室
u毎週土曜・日曜

私たち「あわぶっく」は、本好きな仲間が集ま
る読書クラブです。

教育委員会から編集の依頼をいただき、先人達
の智恵や人情がいっぱい詰まった昔話を次世代に
つなげる手助けができるということで、会員みん
なで取り組みました。もし、語り伝える人がいな
くなったとしても、この本がその伝える種になれ
ばいいなと願いをこめて編集しました。ぜひ一度
ご覧ください。また、読み聞かせなどにも役立て
ていただければと思います。

▲菊鹿の昔話（発行：旧菊鹿町教育委員会　編集・監修：あわぶっく）

菊鹿町の内田・六郷・城北３地域に残る昔話15編を菊鹿の方言たっぷ
りな文章で収録。鹿本図書館や各公民館図書室でご覧いただけます。

「むかし、むかし…」 市内各地には、今も残る昔話がたくさ
んあるようです。旧菊鹿町教育委員会では、そんな昔話の数々を
１冊の本にまとめました。その編集作業には、菊鹿の読書サーク
ル「あわぶっく」のみなさんの熱心な取り組みがありました。
今月は、この本と「あわぶっく」のみなさんをご紹介します。

「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
エ
ア
メ
ー
ル
で
封
書
が
届
い

た
。
開
け
る
と
『
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
な

た
は
１
等
賞
金
300
万
ド
ル
獲
得
さ
れ
ま
し
た
！
』
と

書
い
て
あ
り
、
申
込
書
を
返
信
す
る
と
300
万
ド
ル
の

小
切
手
が
も
ら
え
る
か
の
よ
う
な
表
現
が
あ
り
ま
し

た
。
今
回
は
申
込
金
が
無
料
と
い
う
こ
と
で
す
。
応

募
し
た
記
憶
は
な
い
の
で
す
が
…
」

こ
の
よ
う
な
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
同
じ
よ
う

な
パ
タ
ー
ン
で
「
ロ
ト
く
じ
」
等
参
加
の
権
利
を
得

た
よ
う
な
内
容
の
も
の
も
あ
る
よ
う
で
す
。

【
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
回
答
】

自
分
が
申
し
込
ん
で
も
い
な
い
の
に
海
外
宝
く
じ

が
当
た
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
内
容
を
詳

し
く
読
む
と
海
外
宝
く
じ
の
会
員
登
録
を
さ
せ
る
の

が
目
的
に
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
海
外
宝
く
じ
を
日
本
国
内
で
販
売
、
取
り
次

ぎ
、
授
受
を
行
う
こ
と
は
刑
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
海
外
宝
く
じ
を
購
入
す
る
と
い
う
こ
と
は
詐
欺

の
被
害
者
に
な
る
か
、
刑
法
違
反
に
よ
り
処
罰
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

申
込
書
を
送
付
す
る
だ
け
で
も
自
分
の
氏
名
や
住

所
、
連
絡
先
と
い
っ
た
個
人
情
報
を
業
者
に
知
ら
せ

る
だ
け
で
な
く
、
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と

に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

宝
く
じ
に
当
選
し
た
と
思
っ
て
簡
単
に
申
し
込
み

を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
危
険
な
の
で
対
応
し
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

…
商
工
振
興
課
　
1
43
‐
１
４
１
３

問
合
せ

▲

▲「あわぶっく」と昔話編集委員のみなさん



子育て支援センターとつどいの広場は、主とし
て就学前の親子が自由に遊び、交流できる場です。
開設時間内ならいつでも利用できます。
近くの広場に遊びに来てみませんか？

それぞれの広場では、相談も受け付けています。

月曜～金曜　午前９時～午後５時

電話でも気軽にどうぞ。
秘密は守ります。

山鹿子育て支援センター

鹿北子育て支援センター

菊鹿子育て支援センター

鹿本子育て支援センター

鹿央子育て支援センター

つどいの

広場

ぽかぽか

おさか童夢

43‐1270

32‐3194

48‐3111

46‐2635

36‐2150

43‐0050

43‐1155

広　場　名 電話番号

鹿央子育て支援センター“ほのぼの”は、山鹿市南部に位置し、
田畑や近隣の山々に囲まれ自然がいっぱいです。木の香りや温も
りを感じる開放感満点の「かおう保育園」内で活動しています。

子育て中のお母さんたちの出会いの場として、いろいろな悩み
やモヤモヤを何でも話せる「ホッとできる」「いつでも誰でも遊び
に行ける」「気軽に利用できる」支援センターを目指しています。

鹿央子育て支援センター

講師の黒木千代子さんの指導で、親子のスキン
シップに最適なマミービクスを体験しました！

７月23日と30日の２日間、「高校生のための保育ボランティア講
座」を開催しました。「未来のパパ・ママ集まれ！」との呼びかけ
に市内の高校生18人（女子15人・男子３人）が参加しました。

講座では、ボランティアのいろはを勉強したあと、助産師さん
や保育士さんから「赤ちゃんの成長はすごいよ」「かかわりの中で
育つこころの芽」というテーマで話を聞きました。お腹の赤ちゃ

んの様子や生まれてくる
ときの周囲の喜ぶ様、そ
の後の成長など充実した
内容でした。

８月には保育園実習も
体験し、今後保育ボラン
ティアとして活躍してく
れるのではないかと期待
しています。

サ
ー
ク
ル
感
覚
で
み
な
さ
ん
も
遊
び
に

き
ま
せ
ん
か
？

▲赤ちゃんのだっこの仕方。緊張したかな？

▲
やまがファミリー・サポート・センター

お
釈
迦
様
が
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
時
あ
た

り
に
は
若
葉
の
か
お
り
が
た
だ
よ
い
、
鳥
や

蝶
は
う
る
わ
し
く
咲
き
に
お
う
赤
い
ア
ソ
カ

の
花
の
間
を
楽
し
そ
う
に
飛
び
か
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
花
園
を
「
ア
ソ
カ
の
園
」
と
よ

ん
だ
と
こ
ろ
か
ら
、
当
園
が
仏
の
子
を
育
て

る
平
和
な
園
で
あ
り
た
い
と
願
い
命
名
し
ま

し
た
。

【
保
育
の
目
標
】

・
力
強
く
、
明
る
く
、
豊
か
な
心
を
そ
な

え
た
子

・
感
謝
と
協
調
の
で
き
る
子

・
人
や
物
に
お
も
い
や
り
の
で
き
る
子

・
聞
く
態
度
を
身
に
つ
け
、
探
求
と
創
造

と
自
立
の
で
き
る
子

・
互
い
に
助
け
あ
う
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
、

仲
間
づ
く
り
の
で
き
る
子

恵
ま
れ
た
自
然
の
中
で
お
散
歩
、
川
遊
び

等
園
外
保
育
も
い
っ
ぱ
い
取
り
入
れ
て
い
ま

す
。ま

た
、
以

上
児
（
３
・

４
・
５
歳
児
）

は
縦
割
り
保

育
に
し
て
い

ま
す
。
年
長

児
さ
ん
が
年

下
の
子
ど
も

の
面
倒
を
よ

く
見
て
可
愛

が
っ
て
い
る

姿
は
と
て
も

ほ
ほ
え
ま
し

い
こ
と
で
す
。

ひ
ら
お
ぎ
保
育
園
は
、
昭
和
52
年
設
立
で

定
員
60
名
の
保
育
園
で
す
。
広
い
駐
車
場
を

完
備
し
た
見
晴
ら
し
の
よ
い
高
台
に
位
置
し

て
い
ま
す
。

園
庭
に
は
、
カ
ラ
フ
ル
な
遊
具
が
揃
っ
て

い
ま
す
。
第
２
運
動
場
に
は
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

広
場
も
あ
り
、
子
ど
も
達
は
毎
日
元
気
に
遊

び
回
っ
て
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
や
ビ
デ
オ
視
聴
を
止
め
、
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
・
わ
ら
べ
歌
や
つ
る
ま
き
体
操

な
ど
を
取
り
入
れ
、
思
い
や
り
の
心
と
豊
か

な
感
性
を
育
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
ダ
ン
先
生

と
の
「
英
語
で
あ
そ
ぼ
う
」
や
専
門
の
指
導

者
に
よ
り
ま
す
「
わ
ん
ぱ
く
ス
ポ
ー
ツ
」
も

楽
し
み
に
し
て
い
る
子
ど
も
達
で
す
。

日
々
の
活
動
の
中
に
は
多
く
の
体
験
活
動

を
取
り
入
れ
「
見
て
・
聞
い
て
・
考
え
る
子

ど
も
」
を
目
指
し
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
達
ひ
と
り
ひ
と
り
の
思
い
を
し
っ

か
り
と
受
け
止
め
、
安
心
し
て
楽
し
く
過
ご

せ
る
家
庭
的
な
温
か
さ
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。そ

し
て
、
子
ど
も
達
の
笑
顔
と
職
員
の
さ

わ
や
か
な
挨
拶
が
自
慢
の
保
育
園
で
す
。

▲仲良く元気な子
どもたちです！

143‐6084

148‐2129

▲いい笑顔でしょう？笑顔が自慢の当園です

▲ママと一緒にやさしい時間♪

当
園
は
、
市
の
北
部
に
あ
り
、
四
方
を
山
に

囲
ま
れ
た
静
か
な
山
あ
い
に
あ
り
ま
す
。

当
園
で
は
「
生
き
る
力
を
育
む
保
育
」
を

め
ざ
し
、
子
ど
も
達
の
笑
顔
を
絶
や
さ
ぬ
よ

う
に
と
日
々
保
育
に
励
ん
で
い
ま
す
。

さ
て
、
７
月
22
日
f
に
は
、
毎
年
恒
例
の

サ
マ
ー
・
カ
ー
ニ
バ
ル
を
岩
野
小
１
年
生
を

迎
え
て
開
催
し
ま
し
た
。

以
前
は
、
年
長
の
お
泊
ま
り
保
育
が
夏
の

定
番
行
事
で
し
た
が
、
５
年
前
よ
り
少
し
ス

タ
イ
ル
を
変
え
、
１
年
生
と
の
交
流
会
を
兼

ね
、
今
の
形
と
な
り
ま
し
た
。

午
後
４
時
半
か
ら
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
。

夏
野
菜
カ
レ
ー
を
メ
イ
ン
に
夕
食
会
。
ゲ
ー

ム
や
ふ
れ
あ
い
遊
び
の
お
楽
し
み
会
。
保
護

者
会
長
さ
ん
を
加
え
た
即
席
お
ば
け
屋
敷
は
、

毎
年
の
こ
と
な
が
ら
圧
巻
で
す
。
４
時
間
半

の
短
い
時
間
を
多
い
に
楽
し
ん
で
い
る
子
ど

も
達
で
し
た
。

ミ
ニ
花
火
大
会
に
歓
声
を
あ
げ
な
が
ら
皆

で
過
ご
し
た
こ
の
ひ
と
と
き
が
少
し
で
も
子

ど
も
達
の
心
に
思
い
出
と
し
て
残
っ
て
く
れ

る
こ
と
を
願
い
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
と
共
に

歩
ん
で
い
き

た
い
と
思
い

ま
す
。

132‐2230

▲みんなで食べると
いつもよりもおい
しいね！



小学校・中学校の話題をお届け！

私たち米田小学校では、「あいさつ・くつならべ・美
しい学校・読書・よいことみつけ」の５つの宝とともに
いろいろな活動に取り組んでいます。

そこでその中のいくつかを紹介します。
【話そう聞こう集会】

毎月、第４週目の月曜日に行われます。「こんなとき
Do  You  Know?」では、普段の学校生活の一場面をテー
マに、良い所悪い所について先生方が簡単に劇を発表さ
れます。最後には一人ひとりが自分の感想をもち、今ま
での自分をふり返ろうという集会です。
【今月の名文・詩の暗唱】

低学年は、毎月１つ、高学年は２つを授業や朝の会、
帰りの会などを利用し練習に取り組んでいます。例えば、
高学年の７日の名文と詩は「不識庵機山を撃つの図に題
す」「元二の安西に使いするを送る」そして「大業を成
す人」という西郷隆盛さんがよまれた詩です。低学年の
１・２年生などは合格しても校長先生やほかの先生方に
聞いてもらいたくさんシールをもらってきます。このよ
うにして６年間でたくさんの名文や詩を覚えることがで
きるようになります。

【いもなえ植え】
昨年まで米田小学

校では、近くの農家
の方の畑をお借りし
て、そこに作物を植
えていました。しか
し、今年はPTAの会
長さんが米田小の運
動場に畑を作ってく
ださいました。その作っていただいた畑に全校児童みんな
でさつまいものなえを植えました。みんなでどろんこにな
りながらも、「早く大きくなってね。」「おいしいおいもに
なってね。」と心をこめて植えました。なえ植えが終わっ
た後も毎日かかさず水かけをしています。11月の収穫のと
きがとても楽しみです。
【保育園での読み聞かせ】

夏休み中、５年生と６年生が２人組・３人組をつくって
近くの保育園に行き、紙しばいや絵本の読み聞かせをして
います。「あせらず、ゆっくり、ときどき相手の顔を見て」
を心がけました。感想を聞くと「おもしろかったよ。」と
答えてくれました。いい体験ができました。

▲秋にはおいしいさつまいもができるかな？
木
場
チ
ト
メ
さ
ん

（
菊
鹿
町
下
永
野
）

あ
れ
か
ら
60
年
・
・
・

昭
和
20
年
８
月
私
６
歳
の
夏
の
日
、

北
朝
鮮
の
空
の
下
、
空
襲
警
報
の
サ
イ

レ
ン
と
共
に
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
っ
て
防

空
頭
巾
を
か
ぶ
り
母
、
兄
と
３
人
で
我

が
家
の
小
さ
い
防
空
壕
に
か
け
こ
む
。

と
こ
ろ
が
空
襲
は
衰
え
る
ど
こ
ろ
か
ひ

ど
く
な
る
ば
か
り
で
防
空
壕
移
動
の
避

難
命
令
を
受
け
、
我
が
家
に
足
を
い
れ

る
こ
と
な
く
抑
留
生
活
と
な
っ
て
し
ま

っ
た
の
で
す
。
父
は
見
知
ら
ぬ
土
地
で

お
国
の
た
め
に
と
頑
張
っ
て
い
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

人
の
死
骸
、
動
物
の
死
骸
が
横
た
わ

る
そ
ば
を
母
に
手
を
引
か
れ
黙
々
と
、

ま
た
あ
る
時
は
泣
き
な
が
ら
歩
い
た
も

の
で
し
た
。

あ
る
時
は
、
山
中
の
谷
あ
い
に
潜
み
、

息
を
こ
ろ
す
様
に
夜
を
待
ち
、
夜
に
な

れ
ば
今
ぞ
と
ば
か
り
に
前
進
と
眠
さ
を

こ
ら
え
夜
道
を
歩
か
さ
れ
た
こ
と
を
思

い
出
し
ま
す
。
そ
の
間
に
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

小
さ
な
子
供
が
息
絶
え
て
・
・
息
絶

え
て
も
連
れ
て
帰
り
た
い
お
母
さ
ん
、

し
っ
か
り
と
抱
き
し
め
泣
き
く
ず
れ
る

お
母
さ
ん
、
山
中
に
一
人
置
い
て
前
進

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
お
母
さ
ん
、
そ

の
お
母
さ
ん
の
悲
し
み
や
苦
し
さ
を
見

せ
付
け
ら
れ
、
６
歳
だ
っ
た
私
の
心
の

中
に
も
そ
れ
ら
が
深
く
印
象
づ
け
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

あ
る
時
は
、
大
き
な
川
を
渡
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
時
、
お
ば
あ
さ
ん
が
川

の
石
に
足
を
取
ら
れ
た
の
か
倒
れ
て
し

投
稿

ま
い
少
し
ず
つ
少
し
ず
つ
流
さ
れ
て
い

く
の
に
誰
も
助
け
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
こ
と
、
こ
ん
な
に
む
ご
い
こ
と
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
・
・
・
。

私
は
母
の
背
の
リ
ュ
ッ
ク
に
乗
せ
ら

れ
ま
し
た
。
肩
車
で
大
き
な
川
を
渡
っ

て
く
れ
た
母
。
一
方
に
は
杖
を
つ
き
一

方
に
は
兄
の
手
を
引
き
親
子
一
体
と
な

っ
て
一
歩
一
歩
渡
っ
て
く
れ
た
母
。
感

謝
を
せ
ず
に
は
お
れ
ま
せ
ん
。
母
の
肩

車
の
お
陰
で
今
の
私
は
存
在
し
て
い
る

の
で
す
。
父
母
の
郷
里
の
土
を
踏
む
こ

と
が
で
き
今
も
生
き
て
い
る
の
で
す
。

し
か
し
、
母
は
帰
郷
し
て
も
抑
留
中
の

経
過
を
一
度
だ
っ
て
口
に
し
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
６
歳
の
私
の
お

ぼ
ろ
げ
な
い
思
い
出
に
く
ら
べ
、
母
に

と
っ
て
は
口
に
も
出
来
な
い
程
の
ま
た

思
い
出
し
た
く
も
な
い
程
の
体
験
で
あ

っ
た
の
で
し
ょ
う
。
母
が
命
を
か
け
た

愛
情
と
行
動
の
お
陰
で
幸
せ
者
だ
っ
た

私
た
ち
兄
妹
・
・
愛
は
あ
っ
て
も
ど
う

す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
方
々
。
さ

ま
ざ
ま
な
場
所
で
数
限
り
な
く
犠
牲
に

な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
祈
り
、
私

よ
り
も
っ
と
も
っ
と
悲
惨
な
、
ま
た
気

の
毒
な
体
験
を
さ
れ
た
方
々
の
幸
せ
を

願
い
、
今
は
亡
き
母
の
肩
車
に
感
謝
し
、

二
度
と
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
戦
争
と
平
和

を
心
か
ら
祈
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

戸
澤
照
子
（
津
留
）

７
月
２
日
に
天
聴
の
蔵
で
坂
本
大
次

郎
「
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
あ
り
、

聞
き
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

朝
か
ら
の
ど
し
ゃ
降
り
の
雨
も
止
み
、

蔵
の
中
に
は
100
人
以
上
の
人
が
集
い
大

き
な
拍
手
の
も
と
童
謡
赤
と
ん
ぼ
・
懐

か
し
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
・
演
歌
オ
リ
ジ
ナ

ル
曲
な
ど
19
曲
が
次
々
と
披
露
さ
れ
蔵

い
っ
ぱ
い
に
す
て
き
な
歌
声
が
響
き
ま

し
た
。

母
も
の
の
曲
が
流
れ
る
と
今
は
亡
き

母
へ
の
想
い
が
胸
に
し
み
じ
み
と
伝
わ

り
感
動
で
深
々
と
聞
き
入
っ
て
お
り
ま

し
た
。

昔
懐
か
し

い
天
聴
の
蔵

に
皆
様
も
一

度
足
を
運
ん

で
み
ま
せ
ん

か
。

投
稿

投
稿

「
ウ
ェ
イ
ク
ボ
ー
ド
愛
好
会
」

代
表
　
古
家
芳
博
　

私
た
ち
は
、
水
上
バ
イ
ク
と
そ
れ
で

引
く
ボ
ー
ド
に
乗
る
ウ
ェ
イ
ク
ボ
ー
ド

の
愛
好
者
の
集
ま
り
で
す
。

い
つ
も
山
鹿
大
橋
と
山
鹿
大
堰
橋
の

間
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

水
上
バ
イ
ク
は
、
遊
び
と
し
て
も
一

般
的
な
認
識
は
ま
だ
ま
だ
低
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
事
故
な
ど
の
安
全
性
の

面
か
ら
も
話
題
と
な
り
、
水
上
バ
イ
ク

や
ウ
ェ
イ
ク
ボ
ー
ド
の
イ
メ
ー
ジ
の
向

上
と
み
な
さ
ん
の
理
解
を
深
め
る
た
め

に
投
稿
し
ま
し
た
。

７
月
31
日
に
遊
び
の
場
と
し
て
い
る

菊
池
川
河
川
敷
の
草
取
り
や
ご
み
拾
い

な
ど
の
清
掃
活
動
を
し
ま
し
た
。

こ
れ
に

は
、
水
上

バ
イ
ク
の

販
売
店
で

つ
く
る
Ｐ

Ｗ
（
パ
ー

ソ
ナ
ル
・

ウ
ォ
ー
タ

ー
ク
ラ
フ

ト
）
安
全

協
会
熊
本

支
部
の
呼

び
か
け
で
、
会
員
を
含
め
て
28
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

こ
の
清
掃
活
動
は
、
水
上
バ
イ
ク
の

視
界
の
確
保
や
事
故
防
止
、
落
水
者
の

発
見
や
救
助
な
ど
の
安
全
性
を
高
め
る

と
共
に
、
環
境
の
美
化
を
図
り
地
域
理

解
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
水
上
バ
イ
ク
の
運
転
に
あ
た

っ
て
は
、
時
間
制
限
や
水
面
利
用
の
区

域
制
限
な
ど
の
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
を
定

め
て
い
ま
す
。

今
後
も
こ
の
よ
う
な
活
動
を
継
続
し

な
が
ら
、
水
上
バ
イ
ク
や
ウ
ェ
イ
ク
ボ

ー
ド
を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
興
味
を
持
た
れ
た
方
の
参

加
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

本
当
に
悲
惨
な
戦
争
は
二
度
と
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
も
の
だ
と
思
い
ま

す
。未

来
あ
る
人
た
ち
へ
語
り
続
け
て

い
く
貴
重
な
お
話
し
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

友人が空手をやっていて、武道を通して身に付く礼儀正しさや姿勢に感心
していたので、「ぜひ、うちの子にも」と思い最初は子どもをスポーツクラ
ブに入れて、私はそれに付き添いで来て見学をしていました。

そんなとき、このクラブの先生（指導員）に「お父さんもやってみません
か？」とお誘いを受けて始めてみました。何度か見学してクラブの雰囲気も
わかっていたので、入りやすかったですね。みなさんも興味があるスポーツ
があれば、何度か見学してみるといいかもしれないですよ。

子どもが６月から、私が７月から始めてまだ初心者なので、一緒に基本と
形の練習をしています。形の一つひとつで姿勢を保つのに力が入るので、結
構な運動量になりますね。今の季節は汗びっしょりです。

でも、やっていると楽しいし、汗もかくので体の調子もいいです。これか
らも子どもと一緒にがんばっていきたいです。

そ
れ
ぞ
れ
習
得
具
合
に
あ
わ
せ
て
、
の

び
の
び
と
や
っ
て
い
ま
す
。
オ
ス
！

▲

※クラブ員の声を通して各クラブの魅力を紹介します



投票日u９月11日A　午前７時～午後７時
※投票日当日、仕事やレジャーなどで投票にいけない方は

期日前投票ができます。
【期日前投票】
期間u８月31日D～９月10日G 午前８時半～午後８時
場所u市役所と鹿北・菊鹿・鹿本・鹿央の各総合支所

※ただし、国民審査の期日前投票は９月４日aからです。
…選挙管理委員会　1４３‐１５９４　問合せ

f
は
国
民
健
康
保
険
税
６

期
の
納
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

口
座
振
替
の
方
も
残
高
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

社
会
保
険
事
務
所
の
専
門
官
が
相
談

を
受
け
ま
す
。
年
金
手
帳
や
年
金
証
書

な
ど
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

日
時u

９
月
14
日
d
・
28
日
d

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所u

市
役
所
本
庁
１
階
会
議
室

…
本
庁
国
保
年
金
課

1
43
‐
１
５
３
０

問
合
せ

日
時u

９
月
28
日
d
・
29
日
e

30
日
f

午
後
８
時
ま
で

場
所u

本
庁
税
務
課
窓
口

※
市
税
・
国
保
税
に
つ
い
て
は
、
納
期

限
を
過
ぎ
る
と
年
利
一
四
・
六
％
の

延
滞
金
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

忘
れ
ず
に
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ

う
。

…
本
庁
税
務
課1

43
‐
１
１
４
４

相
談
は
無
料
で
す
の
で
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

日
時u

９
月
８
日
e

午
後
１
時
半

〜
４
時

場
所u

青
少
年
ホ
ー

ム
（
市
役
所
裏
）

…
本
庁
商
工
振
興
課

1
43
‐
１
４
１
３

問
合
せ

国
土
交
通
省
と
山
鹿
市
が
共
同
で
国

道
３
号
線
沿
い
の
道
の
公
園
を
九
州
初

の
「
バ
ス
の
駅
」
に
改
修
す
る
工
事
が

本
格
化
し
ま
す
。

現
施
設
の
解
体
と
造
成
か
ら
始
ま
り

バ
ス
レ
ー
ン
や
駐
車
場
、
待
合
所
、
ト

イ
レ
、
駐
輪
場
な
ど
整
備
し
、
完
成
は

来
年
３
月
下
旬
の
予
定
で
す
。

工
事
期
間
中
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。…

本
庁
都
市
計
画
課

1
43
‐
１
５
９
１
　

問
合
せ

問
合
せ

市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
地
域
活

動
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

「
市
民
活
動
災
害
補
償
保
険
」を
導
入
し

ま
し
た
。

区（
自
治
会
）、
子
ど
も
会
、
老
人
ク

ラ
ブ
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
活
動
中
の
事
故
に
対
し
て
の
保

険
で
、
保
険
料
は
全
額
市
が
負
担
し
ま

す
。

補
償
内
容u

日
時u

９
月
10
日
g

午
前
10
時
半
か
ら

場
所uカ

ル
チ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内
　

総
合
体
育
館

※
表
彰
対
象
者
の
方
に
は
別
途
通
知
し

て
い
ま
す
。

…
山
鹿
総
合
支
所
い
き
が
い
推
進
課

1
43
‐
０
０
５
０

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

鹿
北
1
32
‐
３
１
１
１

菊
鹿
1
48
‐
３
１
１
１

鹿
本
1
46
‐
３
１
１
２

鹿
央
1
36
‐
３
１
１
４

問
合
せ

今
ま
で
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
異

な
る
タ
イ
プ
（
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
）
が
６
月
茨
城
県
で
発
生
し
ま

し
た
。

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
、

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
う
ち
、
死
亡
率

が
高
い
か
、
ウ
ィ
ル
ス
が
変
化
し
て
死

亡
率
が
高
く
な
る
可
能
性
の
あ
る
特
定

の
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
も
の
を
い
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
病
気
は
鶏
肉
や
鶏
卵
を

食
べ
る
こ
と
に
よ
り
人
に
感
染
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
飼
養
さ
れ
て
い
る
方
へ
の
注
意
点
】

・
ト
リ
の
健
康
状
態
を
毎
日
観
察

・
ト
リ
小
屋
を
清
潔
に

（
時
々
消
毒
を
し
ま
し
ょ
う
）

・
新
鮮
な
え
さ
と
水
を
与
え
る

・
野
鳥
を
ト
リ
小
屋
に
入
れ
な
い

・
世
話
し
た
後
の
う
が
い
や
手
洗
い
　

…
県
城
北
家
畜
保
健
衛
生
所

1
46
‐
２
０
７
５
　
　

問
合
せ

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔

慰
金
支
給
法
が
改
正
さ
れ
、
戦
没
者
等

の
遺
族
の
う
ち
、
平
成
17
年
４
月
１
日

の
基
準
日
に
お
い
て
年
金
給
付
の
受
給

者
（
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
・
特

別
扶
助
料
、
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年

金
・
遺
族
給
与
金
等
の
受
給
権
を
有
す

る
遺
族
）
が
い
な
い
方
に
特
別
弔
慰
金

と
し
て
額
面
40
万
円
、
10
年
償
還
の
国

債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

手
続
期
間u

平
成
17
年
４
月
１
日
〜

平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で
の
３
年
間

…
本
庁
福
祉
課
　

1
43
‐
１
１
６
７

山
鹿
総
合
支
所
福
祉
課1

43
‐
１
１
１
６

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

鹿
北
1
32
‐
３
１
１
１

菊
鹿
1
48
‐
３
１
１
１

鹿
本
1
46
‐
３
１
１
２

鹿
央
1
36
‐
３
１
１
４

手
続
・
問
合
せ

区分
身体賠償

財物賠償

保険金額（限度額）
最高１人　　　6,000万円
１事故　　 ３億円
最高１事故　　　300万円

賠
償
責
任

障
害
保
険

死亡
後遺障害

入院保険金
通院保険金

１事故１名あたり1,000万円
１事故１名あたり後遺障害の程度により

1,000万円～30万円
１事故１名あたり１日3,000円（180日限度）
１事故１名あたり１日2,000円（90日限度）

（注）１回の事故につき5,000円は自己負担（免責）

対
象
と
な
る
活
動u

・
地
域
社
会
活
動
　
市
民
ま
つ
り
な
ど

・
青
少
年
育
成
活
動
　
子
ど
も
会
な
ど

・
社
会
福
祉
奉
仕
活
動
　

・
社
会
教
育
活
動
　
婦
人
会
な
ど

・
そ
の
他
　
市
主
催
事
業
な
ど
へ
の
参

加
や
応
援

対
象
と
な
ら
な
い
主
な
事
故u

・
山
岳
登
は
ん
や
ダ
イ
ビ
ン
グ
な
ど
危

険
を
伴
う
ス
ポ
ー
ツ

・
指
導
者
参
加
者
の
故
意
に
よ
る
事
故

・
地
震
噴
火
洪
水
な
ど
の
自
然
災
害

…
本
庁
総
務
課1

43
‐
１
１
１
７

山
鹿
総
合
支
所
総
務
課

1
43
‐
１
３
６
７

各
総
合
支
所
総
務
振
興
課
　
　
　
　
　
　

鹿
北
1
32
‐
３
１
１
１

菊
鹿
1
48
‐
３
１
１
１

鹿
本
1
46
‐
３
１
１
１

鹿
央
1
36
‐
３
１
１
１

問
合
せ

※
補
償
金
を
請
求
す
る
場
合
は
、

主
催
者
や
団
体
責
任
者
等
の
証

明
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

熊
本
労
働
局
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
・
熊

本
県
・
熊
本
市
共
同
主
催
に
よ
り
開
催

し
ま
す
。

日
時u

９
月
27
日
c
・
28
日
d

午
後
１
時
〜
４
時

場
所u

興
南
会
館
（
熊
本
市
本
山
町
）

参
加
事
業
所u

県
内
事
業
所
100
社

（
50
社
×
２
日
間
）

対
象
求
職
者u

来
春
大
学
・
短
大
・
専

門
学
校
等
を
卒
業
予
定
の

就
職
未
決
定
者
お
よ
び
平

成
17
年
度
３
月
未
就
職
卒

業
者
（
事
前
申
込
不
要
）

※
来
春
高
校
卒
業
予
定
者
は
対
象
と

し
ま
せ
ん
。

…
熊
本
労
働
局
職
業
安
定
課

1
096
‐
211
‐
１
７
０
３

問
合
せ

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
は
消
費

者
か
ら
の
「
預
り
金
的
な
性
格
」
を
有

す
る
も
の
で
す
か
ら
期
限
内
に
確
実
に

納
付
す
る
た
め
に
も
、
日
頃
か
ら
納
税

資
金
の
備
蓄
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
本
税
の
ほ
か
、

完
納
日
ま
で
の
延
滞
税
も
併
せ
て
納
付

す
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

…
山
鹿
税
務
署1

44
‐
２
１
８
１

問
合
せ

８
月
１
日
よ
り
次
の
施
設
の
使
用
料

収
納
業
務
を
7
山
鹿
市
地
域
振
興
公
社

に
委
託
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
市
民
会
館

・
灯
籠
民
芸
館

・
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

・
八
千
代
座
・
夢
小
蔵
・
新
楽
屋

・
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

・
市
民
プ
ー
ル

・
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル

・
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

…
企
画
振
興
課
地
域
振
興
係

1
43
‐
１
１
１
４

問
合
せ

働
く
人
の
技
能
を
検
定
し
、
国
と
し

て
証
明
す
る
制
度
で
す
。

１
級
〜
３
級
の
区
分
に
応
じ
「
建
築

大
工
」
や
「
機
械
保
全
」
な
ど
35
種
に

亘
っ
て
実
施
し
ま
す
。

受
験
申
請
受
付
期
間u

９
月
26
日
b
〜
10
月
７
日
f

実
技
試
験u11

月
25
日
f
〜
２
月
19
日
a

学
科
試
験u

平
成
18
年
１
月
29
日
a

２
月
１
日
d

５
日
a

12
日
a

※
実
施
予
定
の
職
種
に
つ
い
て
は
予
め

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
職
種
に
よ
り
試
験
日
が
異
な
り
ま
す
。

…
熊
本
県
職
業
能
力
開
発
協
会

技
能
検
定
課

1
096
‐
384
‐
１
７
１
１

問
合
せ

あ
な
た
の
職
場
で
は
、

・
男
性
と
同
じ
仕
事
を
し
て
い
る
の
に
、

女
性
の
昇
進
が
遅
い

・
妊
娠
を
報
告
し
た
ら
、
退
職
勧
奨
を

受
け
た

・
職
場
で
セ
ク
ハ
ラ
が
あ
り
、
勤
務
が

苦
痛

・
育
児
休
業
を
取
ら
せ
て
も
ら
え
な
い

な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
っ
て
い
ま
せ

ん
か
？

ト
ラ
ブ
ル
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

電
話u

096
‐
352
‐
３
８
６
５

…
熊
本
労
働
局
雇
用
均
等
室

1
096
‐
352
‐
３
８
６
５

問
合
せ

「
仕
事
を
す
る
意
欲
が
持
て
な
い
、

自
信
が
な
い
…
」
そ
ん
な
若
者
た
ち
を

対
象
に
就
職
や
職
業
選
択
・
職
業
訓
練

な
ど
に
つ
い
て
電
話
相
談
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
し
ま
す
。

ご
家
族
の
方
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

電
話
相
談
受
付u

096
‐
382
‐
７
１
５
５

月
〜
金
曜
日
（
祝
祭
日
を
除
く
）

午
前
９
時
半
〜
午
後
４
時
半

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グu

受
付
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

m
urakam

i@
pc-m

ario.com

…
熊
本
県
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
協
会
1
096
‐
382
‐
７
１
５
５
　
　

問
合
せ



日
時u

９
月
21
日
d

午
後
７
時
か
ら

場
所u

法
事
の
館
・
夢
想
庵
（
熊
入
町
）

テ
ー
マu

「
写
経
」

講
師u

千
田
晃
彰
　
師

（
天
台
宗
吾
平
山
　
相
良
寺
住
職
）

会
費u

５
百
円
（
お
預
か
り
し
、
葬
祭

支
援
費
に
し
ま
す
）

…
法
事
の
館
夢
想
庵

1
43
‐
２
２
１
１

問
合
せ

日
時u

９
月
10
日
g

午
後
１
時
〜
３
時

場
所u

後
藤
宅
（
城
３
６
６
８
‐
35
）

参
加
費u

500
円

…
熊
本
生
と
死
を
考
え
る
会
・

副
会
長
　
後
藤
邦
夫

1
44
‐
７
１
８
９

問
合
せ

日
時u

９
月
25
日
a

午
後
１
時
〜
３
時

場
所u

後
藤
宅
（
城
３
６
６
８
‐
35
）

参
加
費u

500
円

＊
宗
派
と
は
一
切
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

筆
記
用
具
、
メ
モ
帳
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

…
熊
本
生
と
死
を
考
え
る
会

副
会
長
　
後
藤
邦
夫

1
44
‐
７
１
８
９

問
合
せ

「
大
衆
演
劇
」
と
「
八
千
代
座
」
の

深
い
歴
史
を
紐
解
き
な
が
ら
、
化
粧
の

仕
方
、
楽
し
み
方
の
コ
ツ
な
ど
実
演
を

交
え
て
面
白
お
か
し
く
お
話
し
し
ま
す
。

日
時u

９
月
23
日
f

午
前
10
時
半
〜
正
午

場
所u

八
千
代
座

出
演
者u

勝
　
敏
彦
（
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

玄
海
竜
二
（
九
州
演
劇
協
会
会
長
）

安
田
宗
生
（
熊
本
大
学
文
学
部
教
授
）

徳
田
　
満
（
演
劇
グ
ラ
フ
編
集
長
）

常
岡
文
明
（
大
衆
演
劇
フ
ォ
ー
ラ
ム
実

行
委
員
長
）

※
入
場
は
無
料
で
す

…
大
衆
演
劇
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行

委
員
会
　
1
43
‐
８
８
８
０
　

現
在
、
山
鹿
で
活
躍
中
の
山
鹿
市
工

芸
協
会
会
員
の
展
示
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

日
時u

９
月
21
日
d
〜
25
日
a

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所u

県
伝
統
工
芸
館

（
熊
本
市
千
葉
城
町
）

入
場
料u

無
料
　

…
商
工
振
興
課1

43
‐
１
４
１
３

問
合
せ

問
合
せ

Ｅ
ボ
ー
ト
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
再
利

用
し
て
作
り
上
げ
た
ボ
ー
ト
で
す
。
Ｅ

ボ
ー
ト
と
カ
ヌ
ー
に
乗
っ
て
一
日
菊
池

川
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

日
時u

10
月
２
日
a

午
前
８
時
半
〜
午
後
４
時

場
所u

山
鹿
大
堰
橋
上
流

参
加
料u

一
人
300
円
（
保
険
料
）

参
加
資
格u

一
般
の
部
、
小
学
生
の
部
と

も
に
10
人
１
チ
ー
ム

申
込
期
限u

９
月
13
日
c

…
菊
池
川
交
流
Ｅ
ボ
ー
ト
大
会

実
行
委
員
会
事
務
局
1
43
‐
４
１
１
１

問
合
せ

十
五
夜
の
月
の
下
で
の
お
は
な
し
会

で
す
。
え
ほ
ん
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
た

く
さ
ん
の
楽
し
い
内
容
を
企
画
し
て
い

ま
す
。

日
時u

９
月
15
日
e

午
後
７
時
〜
８
時

場
所u

山
鹿
市
中
央
公
民
館
中
庭

（
雨
天
の
時
和
室
）

※
子
ど
も
の
み
の
参
加
は
不
可
で
す
。

必
ず
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

…
教
育
課
山
鹿
分
室

1
43
‐
１
３
７
２

問
合
せ

【
山
鹿
】

q
一
般
相
談u

９
月
２
日
f

w
子
ど
も
生
活
相
談u

９
月
９
日
f

e
法
律
相
談u

９
月
16
日
f

q
と
w

午
前
９
時
〜
正
午

e

午
前
10
時
〜
正
午

場
所u

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
43
‐
１
１
３
４

【
鹿
北
】

q
一
般
相
談u

９
月
６
日
c

w
子
ど
も
生
活
相
談u

９
月
13
日
c

e
警
察
相
談u

９
月
20
日
c

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午
　
　

場
所u

鹿
北
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
32
‐
２
６
９
６

【
菊
鹿
】

q
一
般
相
談u

９
月
７
日
d

w
子
ど
も
生
活
相
談u

９
月
14
日
d

e
心
の
悩
み
相
談u

９
月
21
日
d

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u

菊
鹿
健

康
福
祉

セ
ン
タ

ー
ひ
ま

わ
り
館
　
　1

48
‐
５
０
６
０

【
鹿
本
】

q
一
般
相
談u

９
月
６
日
c

w
子
ど
も
生
活
相
談u

９
月
13
日
c

e
消
費
生
活
相
談u

９
月
20
日
c

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u

鹿
本
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
「
親
和
荘
」

1
46
‐
２
２
０
６

【
鹿
央
】

q
一
般
相
談u

９
月
７
日
d

w
子
ど
も
生
活
相
談u

９
月
14
日
d

e
司
法
相
談u

９
月
21
日
d

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午
　
　

場
所u

鹿
央
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
36
‐
３
８
１
１

…
社
会
福
祉
協
議
会
・
本
所

1
48
‐
４
６
６
６

問
合
せ

中
央
公
民
館
で
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
10

月
に
開
講
し
ま
す
。
コ
ー
ス
は
全
部
で

７
つ
。
自
分
に
あ
っ
た
コ
ー
ス
を
選
ん

で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

受
講
資
格u

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定
員u

各
コ
ー
ス
15
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
）

※
人
数
が
10
人
に
満
た
な
い
場
合
、

開
講
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
期
限u

９
月
１
日
e
〜
15
日
e
ま
で

申
込
場
所
・
方
法u

中
央
公
民
館
の
窓
口
で
受
講
料
を
添

え
て
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
電
話
や
ハ
ガ
キ
で
の
申
込
は
不
可

講
義
日
程u

Ａ
・
Ｃ
・
Ｆ
コ
ー
ス
　
10
月
３
日
よ
り

Ｂ
・
Ｄ
・
Ｇ
コ
ー
ス
　
10
月
４
日
よ
り

Ｅ
コ
ー
ス
　
　
　
　
　
10
月
２
日
よ
り

受
講
料uＡ

〜
Ｅ
コ
ー
ス

５，

７
３
９
円

Ｆ
〜
Ｇ
コ
ー
ス
　
５，

０
５
０
円

※
教
科
書
・
諸
経
費
を
含
む

申
込
・
受
講
上
の
注
意u

・
１
回
で
も
受
講
し
た
場
合
、
受
講

料
の
返
還
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

コ
ー
ス
の
選
択
は
慎
重
に
お
願
い

し
ま
す
。

・
パ
ソ
コ
ン
や
周
辺
機
器
は
公
民
館

で
準
備
し
ま
す
の
で
、
持
ち
込
み

は
不
要
で
す
。

・
筆
記
用
具
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

…
教
育
課
山
鹿
分
室

1
43
‐
１
３
７
２

初めてのパソコン
初めてのパソコン
初めてのワープロ
初めてのワープロ
初めての表計算

インターネット活用
インターネット活用

パソコンの基本操作、簡単な文書作成、デジカメからの取込
パソコンの基本操作、簡単な文書作成、デジカメからの取込
パソコンの基本操作、Wordの基本操作、デジカメからの取込
パソコンの基本操作、Wordの基本操作、デジカメからの取込
パソコンの基本操作、Excelの基本操作、簡単な計算とグラフ

パソコンの基本操作、インターネット、デジカメからの取込
パソコンの基本操作、インターネット、デジカメからの取込

毎週月・水曜日　午前10時～正午
毎週火・木曜日　午後７時～９時
毎週月・水曜日　午後１時半～３時半
毎週火・木曜日　午後１時半～３時半
毎週日曜日　　　午前10時～正午

（１日２回） 午後１時半～３時半
毎週月・水曜日　午後７時～９時
毎週火・木曜日　午前10時～正午

問
合
せ

コース 講義日程（各コース全８回） 講習内容
A
B
C
D
E

F
G

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
は
、
働
く
青
少

年
の
み
な
さ
ん
が
、
余
暇
を
活
用
し
て

教
養
や
知
識
を
身
に
つ
け
仲
間
を
つ
く

る
交
流
の
場
で
す
。

対
象
者u

山
鹿
市
在
住
ま
た
は
市
内
勤

務
の
15
歳
以
上
〜
29
歳
未
満

の
方

受
講
料u

教
材
費
（
実
費
）
の
み

※
た
だ
し

申
込
時
友

の
会
費
と

し
て
千
２

百
円
納
入

定
期
講
座u

月
曜
…
華
道
池
坊
　

火
曜
…
ペ
ン
習
字
・
サ
ル
サ
ダ
ン
ス

水
曜
…
着
付
け
・
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト

木
曜
…
茶
道
裏
千
家
・
家
庭
料
理

金
曜
…
華
道
小
原

流

※
隔
週
の
講
座
有

り

…
山
鹿
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
土
・

日
・
祝
日
休
館
）

1
43
‐
１
１
３
１

申
込
・
問
合
せ

締
切
日u

９
月
16
日
f

提
出
先u

最
寄
り
の
教
育
課

※
氏
名
・
職
業
あ
る
い
は
学
年
・
本
の

題
名
な
ど
記
入
の
こ
と

…
社
会
教
育
課1

43
‐
１
６
５
１

問
合
せ

知的障害者の自立更生や雇用の促進を図るため、
一定期間職親に預け、生活指導および技能習得訓練
を行う職親委託制度があります。

そこで、知的障害者および職親を募集いたします。
期間u９月末まで

…山鹿総合支所いきがい推進課および各総合支
所市民福祉課
問合せ

資
格u

山
鹿
市
内
在
住
者

内
容u

本
の
題
・
内
容
は
自
由

字
数
お
よ
び
画
材u

【
感
想
文
】
２
千
字
以
内

（
400
字
詰
め
原
稿

用
紙
５
枚
以
内
）

【
感
想
画
】
ゴ
ッ
ホ

画
用
紙
（
Ｂ
３
）

※
未
発
表
で
あ
る
こ
と

あ
な
た
の
気
に
な
る
こ
と
、
調
べ
て

み
た
い
出
来
事
な
ど
を
統
計
に
し
、
グ

ラ
フ
に
し
て
く
だ
さ
い
。

今
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た
こ
と
が
見

え
て
き
ま
す
。

応
募
資
格u

小
学
１
年
生
以
上

課
題u

自
由

※
た
だ
し
、
小
学
１
〜
４
年
生
ま
で

の
児
童
は
観
察
ま
た
は
調
査
し
た

結
果
を
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の

用
紙
規
格u

Ｂ
２
判
（
72
・
８
b
×
51
・
５
b
）

締
切
日u

９
月
12
日
b

注
意
事
項u

規
格
品
外
は
失
格

合
作
に
つ
い
て
は
１
作
品
５
人
以
内

…
熊
本
県
統
計
協
会

1
096
‐
383
‐
１
１
１
１

（
内
線
３
６
１
７
）

問
合
せ



4日a

11日a

18日a

19日-

23日-

25日a

日（曜） 診療時間：午前９時～午後５時

＊都合により変更になる場合があります（鹿本郡市医師会）

山鹿温泉リハビリテーション病院／
きくか松岡クリニック／幸村医院
保利病院
徳永循環器科内科医院／大山産婦人科医院
山鹿回生病院／さがわ医院
東内科小児科医院／小林医院
上塚外科胃腸科医院／くりた皮ふ科医院

k
期間u9月１日e～30日fまで

ろうきん山鹿支店ロビー（鹿校通）
＊お問い合せは一ノ瀬建志まで 1４４‐５６０９

k
少女灯篭踊りをモチーフにした可愛らしいまゆ人形100

点を展示
まゆの形や大きさで人形の表情もすべて個性的にでき

ています。
期日u９月１日e～30日fまで

k
大正ロマンの代名詞として有名な竹久夢二の絵はがき

約30種類を展示。その他夢二が描いた作品を身近に楽し
める小物たちなども展示。
期日u９月１日e～30日fまで

珈琲庵・やまが門前美術館（九日町）
1４２‐８２００
時間u９：00～20：00（火曜定休）

k
在熊19名の方々にそれぞれの思いの町を描いてもらい

ます。
期間u９月１日e～15日eまで（最終日は15：00まで）

k
出逢った風景や静物など約18店　
期間u９月16日f～30日fまで（最終日は15：00まで）
パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）
1４４‐４８３５
時間u11：30～21：00（日曜定休）

k
坂下窯（器）＝陶器で作った人形、中島（古布）＝絣

ちりめん・大島つむぎ・麻などで作った小物類、渡辺
（かご）＝かき渋かごなどを展示　
期間u９月３日g～30日fまで
Taverna蔓薔薇（日吉町） 1４３‐８９２０
時間u10：00～18：00（水曜定休）

開催日 行　事　名 時間 料金

風情物語１（午後８時半～）
狂言教室
休館日
風情物語２（午後８時半～）
風情物語３（午後８時半～）
大衆演劇フォーラム
津軽三味線日本最強の新田親子コ
ンサート
風情物語４（午後８時半～）

夜間
夜間

夜間
夜間
日中

日中

夜間

有料
関係者

－
有料
有料
有料

有料

有料

＊主催者の都合により時間や内容など変更になる場合があります。
なお、各催しのチケット・主催者などの問合わせは、八千代座
までどうぞ（1４４‐４００４）

10日g

12日b

14日d

17日g

18日a

23日f

24日g

工事名 工事場所 落札業者 落札額
7/5
7/12
7/26
7/26
7/26
7/26
7/26
7/26
7/26
7/26
7/26

7/26

7/26
7/26
7/26
7/26
7/26
7/26
7/26
7/26
7/26
7/26

7/26

7/26

久原団地汚水処理施設解体工事
前田吉井線道路改良工事
鍋田団地屋根改修（その１）工事
鍋田団地屋根改修（その２）工事
番所山田線橋梁工事
辻割石線改良工事
中富小学校給水施設工事
市道霊仙古閑線配水管布設工事
湧尾・八ノ峰線配水管布設工事（どんぐり村前）
配水管布設替工事（杉・河内サッシ店裏）
配水管布設工事(長沖・永石宅前）

平成17年度三玉・八幡地区中継ポンプ施設工事

平成17年度三玉・八幡地区幹線５号工事
平成17年度三玉・八幡地区支線６-７号工事
平成17年度合里・山内地区１工区工事
平成17年度合里・山内地区２工区工事
平成17年度庄・石渕地区石渕４工区工事
平成17年度菊鹿東部1期地区16号工事
平成17年度菊鹿東部1期地区17号工事
平成17年度菊鹿東部1期地区18号工事
平成17年度菊鹿東部1期地区19号工事
平成17年度南島汚水枝線管渠築造工事（志々岐
１号）
平成17年度南島汚水枝線管渠築造工事（志々岐
２号）
平成17年度御宇田地区汚水管渠築造工事（１号）

山鹿市久原　　　地内
山鹿市鹿央町合里地内
山鹿市鍋田　　　地内
山鹿市鍋田　　　地内
山鹿市菊鹿町矢谷地内
山鹿市菊鹿町上内田地内
山鹿市鹿本町中川地内
山鹿市中　　　　地内
山鹿市久原　　　地内
山鹿市杉　　　　地内
山鹿市中　　　　地内

山鹿市上吉田・久原・
名塚地内
山鹿市久原　　　地内
山鹿市上吉田　　地内
山鹿市鹿央町中浦地内
山鹿市鹿央町霜野地内
山鹿市鹿本町石渕地内
山鹿市菊鹿町木野地内
山鹿市菊鹿町木野地内
山鹿市菊鹿町松尾地内
山鹿市菊鹿町木野地内
山鹿市志々岐　　地内

山鹿市志々岐　　地内

山鹿市鹿本町御宇田地内

2松山建設
2上村建設
2大栄建設
池田組
1青木工務店
2康栄土木
2八代設備
3とらや商会
アイビー浄水2

2有働設備
南九州マルヰ
1熊本北支店
新明和工業1

九州支店
1皆本建設
花昭建設1

誠和建設2

2拓振建設
1栄進工業
2吉里建設
2早田組
下田商事
2九憲土木
2久保田建設
工業
2江崎建設

豊田産業

5,229,000
36,750,000
6,909,000
7,759,500

83,370,000
22,260,000
21,630,000
13,965,000
8,505,000
7,350,000
5,250,000

36,750,000

46,095,000
27,142,500
31,500,000
16,275,000
25,620,000
32,182,500
36,225,000
26,586,000
40,005,000
11,445,000

12,159,000

17,818,500

※落札価格500万円以上を掲載 …本庁総務課43－1117

入札日

問合せ

さ
ま
ざ
ま
な
民
事
刑
事
な
ど
の
法
律

問
題
や
破
産
問
題
な
ど
の
ご
相
談
に
応

じ
ま
す
。

ま
た
、
裁
判
所
の
見
学
と
公
判
傍
聴

は
い
つ
で
も
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

公
判
傍
聴
に
つ
い
て
は
、
公
判
の
な

い
日
も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

山
鹿
裁
判
所
庶
務
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

日
時u

10
月
３
日
b

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
ま
で

場
所u熊

本
地
方
・
家
庭
裁
判
所
山
鹿
支
部

担
当
員u

・
民
事
・
家
事
調
停
委
員

・
検
察
庁
・
法
務
局
お
よ
び
検
察
審
査

会
各
職
員

・
弁
護
士

相
談
内
容u

民
事
・
刑
事
の
法
律
問
題

サ
ラ
金
・
破
産
問
題

離
婚
・
相
続
等
の
問
題

登
記

人
権
問
題
等

※
相
談
は
無
料
で
す
。

…
熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判
所
山
鹿
支
部

1
44
‐
５
１
４
１

問
合
せ

手
続
相
談
会
並
び
に
裁
判
所
見
学

お
よ
び
公
判
傍
聴
に
つ
い
て

９
月
の
休
日
在
宅
当
番
医



赤ちゃんの行事には母子健康手帳が必要です。
忘れずにご持参ください。

日時u９月５日B 山鹿・菊鹿
日時u 12日B 山鹿・鹿北
日時u 20日C 鹿本
日時u 26日B 山鹿・鹿央

いずれも、13：30～15：30まで受付
場所u山　鹿 → 山鹿健康福祉センター
場所u鹿　北 → 鹿北総合支所
場所u菊　鹿 → 菊鹿健康福祉センター「ひまわり館」
場所u鹿　本 → 鹿本生涯学習・健康センター「ひだまり」
場所u鹿　央 → 鹿央多目的研修センター

k
＊３～４か月児健診（17年４月21日～17年５月20日生）
日時u９月６日C 13：30～14：30受付
対象u山鹿・鹿北・鹿央
＊７～８か月児健診（17年１月生）
日時u９月20日C 13：30～14：30受付
対象u山鹿・鹿北・鹿央
＊１歳６か月児健診（16年１月生）
日時と対象u

９月15日E 山鹿q（山鹿・大道校区）
９月27日C 山鹿w（米田・川辺・八幡・平小城・

三岳・三玉校区）、鹿北、鹿央
いずれも、13：30～14：00受付

＊３歳児健診（14年５月生）
日時と対象u

９月９日F 山鹿q（山鹿・大道校区）
９月16日F 山鹿w（米田・川辺・八幡・平小城・

三岳・三玉校区）、鹿北、鹿央
いずれも、13：30～14：00受付

k
＊乳児健診（17年１月・５月生）
日時u９月13日C 13：30～14：30受付
対象u鹿本・菊鹿
＊１歳６か月児健診（14年５月・６月生）
日時u９月22日E 13：30～14：30受付
対象u鹿本・菊鹿

日時u９月５日B／菊鹿、12日B／鹿北、20日C／鹿本
26日B／山鹿・鹿央（午後から母子手帳と同時

開催）
いずれも、９：30～11：00まで受付

場所u山鹿・菊鹿・鹿本・鹿央→母子健康手帳交付と同じ
鹿北→鹿北老人福祉センター

複合健診は、基本検診・各種がん検診・腹部超音波検診
などから、受けたい健診を選んで受診できる集団検診です。
９月から10月にかけて、各総合支所で実施します。

すでに申し込みを済ませた方には、事前に問診票が届き
ます。まだ申し込みをしていないけれど受けたいと希望す
る方は、お住まいの地区の総合支所にいる保健師までご連
絡ください。

なお、次の方は受診料が無料になります。
q市民税非課税世帯

…市役所各総合支所で検診用の非課税証明書（有料）
をとり、当日健診会場へご持参ください。

w生活保護世帯

…市役所福祉課で証明書の発行を受け、当日健診会場
へご持参ください。

e70歳以上の方

…来年４月１日までに70歳になる方を含みます。

※ただし、q～eに該当する
方でもオプション検査（前
立腺がん検診・骨粗鬆症検
査）は有料になります。

講演会は、会員以外の方も入場できます。お気軽におこ
しください。入場無料です。
日時u９月10日g q総　会 午後１時半から

w講演会 午後２時～３時半まで
場所u山鹿健康福祉センター大ホール
講演会u演題「再起可能」

講師：木村和也氏（RKK熊本放送アナウンサー）
…いきがい推進課　1４３‐００５２

k
日時u９月７日D・21日D・28日D
日時u13：30～14：30
場所と対象u
７日・28日：山鹿健康福祉センター（山鹿・鹿北・鹿央）

21日：鹿本生涯学習・健康センターひだまり
（鹿本・菊鹿）

k
日時u９月14日D 13：30～14：30
場所u山鹿健康福祉センター（市内全地区）

お問い合わせは、各総合支所の保健師まで
山　鹿　1４３‐００５０　鹿　北　1３２‐３１１１
菊　鹿　1４８‐３１１１　鹿　本　1４６‐３１１２
鹿　央　1３６‐３１１４

問合せ

暦の上では立秋を過ぎたとはいえ、まだまだ残暑が厳し
い毎日が続いています。みなさん元気にお過ごしですか？
９月１日～30日までの１か月間は「健康増進普及月間」で
す。今年の標語は「１に運動、２に食事、しっかり禁煙、
５にクスリ！」運動や食事で体調を整え、薬は最後の手段
にしましょう。
q栄　養…ビタミンたっぷりの野菜や果物をとるよう心が

け、バランスのよい食事をしましょう。また、
のどが渇く前に水分補給を忘れずに。

w運　動…無理のない、自分にあった方法や内容で継続し
ましょう。１日15分のストレッチから始めてみ
ましょう。

e休　養…疲労が蓄積すると、体だけでなく心にも影響し
ます。忙しい日々の中でも１日のうちで心身と
もにリラックスできる時間を確保しましょう。
また、「禁煙」を決意した方は、たばこに代わ
るストレス解消法を見つけ、上手に気分転換を
図りましょう！

R応募時に３歳までのお子さんを募集しています。
掲載ご希望の方は、写真とメッセージ、住所、
氏名、生年月日を書いて、市役所秘書課へ郵送
またはご持参ください

（H15.7.21生れ）

来民（鹿本）

Qわたしからの一言
ぼくもうすぐお兄ちゃんに

なるよ！そしたらいっぱい一
緒に遊ぶんだ！

Q両親からのメッセージ
お姉ちゃんと一緒に遊んで

ね。

（H16.8.26生れ）

石渕（鹿本）
Q祖父母からのメッセージ

お父さんとお母さんの言う
ことをよく聞いてみんなと仲
良く元気に大きくなってくだ
さい。

（H14.1.29生れ）

山鹿（山鹿）

問合せ

ゆ～かむでは、温泉プールを設置しています。

水温は30;前後で、この温度は人間の平熱との差で運
動中の発熱を奪います。逆に体は自然に平熱を保と

うとするため熱を生産し、プールに入るだけでもダイエ
ット効果があります。

その他水には、以下の効果があります。
q浮力効果

人間の体は常に重力との戦いなのです。唯一水中のみ
ではこの重力が緩和され、胸まで浸ると体重は陸上での
６分の１になります。体重が軽くなれば、膝や腰への負
担が減り、陸上では立てない人が立てるという事例もあ
ります。

w水圧効果
重力の影響で人の血液は足の方に溜まりやすくなり、

これがむくみの原因となります。それが水圧によって下
へ溜まった血液を強制的に心臓へと戻し、むくみを予防
したりすることで、リラックス効果に繋がります。
e抵抗効果

水には空気中の800倍の密度があります。この密度が、
粘性の正体です。この密度、つまり粘性が水中での運動
に関係があり、自分の体力に合わせて運動の調節ができ
ます。それと同時に、どの方向にも力がかかるので全て
の筋肉を鍛えることができるのです。

さぁ～プールに入って健康な体力づくりをしましょ
う！

幸の国健康温泉館
「ゆ～かむ」
営業時間
午前10時～午後10時

（プール・ジムは午後
９時半まで）
休館日 毎週木曜日
1４２‐５１００



来　民 伊織千尋さん　原山羚太郎さん　　
山本遥香さん　塩田紗恵さん
古原夏稀さん

千　田 平川正義さん　安倍瑞季さん
米野岳 田中伶羅さん
山　内 花籠美圭さん

◆おくやみ◆

山　鹿 原　正明さん(92) 常岡重則さん(61)
坂田要範さん(81) 伊東モモさん(100)
坂本輝男さん(84) 梶山春美さん(83)

川　辺 古閑文雄さん(70)
八　幡 辻谷郁子さん(76) 村上　浩さん(48)

�里マサ子さん(82)
三　岳 山下松次さん(96) 大森謙次さん(88)
平小城 藤本芳規さん(86) 永田秋男さん(81)

木村フミ子さん(93)
米　田 野田マサノさん(91) 立山征三郎さん(65)

立山敏夫さん(58) 有働ユミさん(84)
星子鐡之助さん(79)

大　道 中原トリ子さん(96) 野田重之さん(94)
矢野ツヤ子さん(79)

岳　間 中満　境さん(77) 黒田ムツ子さん(56)
岩　野 中村登波さん(92)
広　見 最上寛次郎さん(86)

内　田 渕上　勉さん(90) 原口オハヤさん(74)
永田一雄さん(85) 永田英明さん(46）

六　郷 栗原ミシヲさん(96) 栗原玉雄さん(85)
有働マチエさん(98) 小松トメコさん(93)

来　民 稲田訓啓さん(74)
稲　田 平山ヨシミさん(90) 野中ミツ子さん(88)

千　田 西村　巖さん(77) 木村福次さん(73)
山　内 前田松子さん(84)

※７月中の届出受付分を掲載しています

◆およろこび◆

山　鹿 小田典之さんQ杉本明子さん
坂井　守さんQ南知香子さん
大森　実さんQ上野明香さん
吉田陽一さんQ古閑和佳子さん

三　玉 白石慎吾さんQ中川美樹さん
三　岳 竹田　旭さんQ中　聡子さん
八　幡 鹿子木信浩さんQ草野倫代さん
大　道 本田真也さんQ渡辺美奈さん

岩　野 米島康平さんQ堀　美恵子さん

六　郷 古閑雅智さんQ森山ゆき子さん
吉里和博さんQ田中沙織さん
石阪幸勇さんQ守田末央さん

来　民 森川勝洋さんQ福田純子さん
稲　田 中島大志さんQ山本美紅さん

石川将樹さんQ森　里美さん

千　田 西村孝司さんQ清田梨絵さん
久野　哲さんQ森山智美さん

◆うぶごえ◆

山　鹿 星子涼香さん　井手彩七さん
坂本翔英さん　黒田郷史さん
大森風雅さん　田島獅凰さん

三　岳 石田裕美さん
米　田 古庄彩乃さん
八　幡 松岡由良さん　福本姫夏さん
三　玉 中内　翼さん
大　道 渡邉楓馬さん　豊後優歌さん

田上夏衣さん　山田澪海さん
山田虹湖さん　黒木幹太さん
宮永元太さん　宮永小友梨さん
星山颯太朗さん

岳　間 �永珠花さん
広　見 黒田美海さん　中村朱里さん

内　田 渡邉大樹さん
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